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　　　　　　　　電話：０９６－３４３－４９７０　ＦＡＸ：０９６-３４４-４５２８

　　売上高　　　２８億

　　敷地面積　　本社　2631㎡/　北部事業所　6483㎡/　西部事業所　6720㎡/　北部工業団地　3805㎡

　　　　　　　　　　　　電話：０９６-３２５-５３５３　ＦＡＸ：０９６-３２２-１１４０

認証・登録の対象範囲　(枠内）　全社４事業所 ・ 全事業活動 ・ 全社員

会社概要

事業規模

　　資本金　　　１，０００万円

環境管理責任者及び連絡先

　　環境管理責任者　　　宮地 博喜

会社名　株式会社永野商店　　　　　https://www.eco-nagano.jp/

会社設立　昭和５４年９月１日　（創業：昭和３８年８月）

代表者　代表取締役　永野 順也

○対象組織　４事業所

　　本社　　　熊本県熊本市北区室園町１０番２２号　　　　　　　　〒861-5531

会計年度　　　期首4月　　期末3月

　　北部工業団地　　熊本県熊本市北区北迫町３３番地　　　　　〒８６１-５５３１

　　北部事業所　　熊本県熊本市四方寄町１４４４番地　　　　　　〒８６１-５５３１

　　　　　　　　　　　　電話：０９６-２４５-５３１８　ＦＡＸ：０９６-２４５-５３１９

　　西部事業所　　熊本県熊本市西区池上町１０００番地５　　　　〒８６０-００４８

　　従業員数　　１52名

　　連絡先　　電話：０９６-２４５-５３１８　　ＦＡＸ：０９６-２４５－５３１９

○事業活動

　一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬及び処分業（中間処理・リサイクル業）、使用済資源回収
及び再資源化業

その他付帯する具体的活動内容

　洗瓶・洗函、非鉄金属・製鋼、硝子瓶原料リサイクル事業、機密文書破砕処理及び製紙・原料リサイク
ル事業

※「鳥栖事業所」は、流通大手工場内段ボール集積場（先方インフラ・エネルギー先方持ち）での点検
チェック作業、1人要員の8時間３シフトの24時間で延べ3人につき　範囲外



処理施設設置許可
 
熊本市一般廃棄物処理施設設置許可（平成21年11月5日）

処分業許可
産業廃棄物処分業許可　熊本市　第08121006800号（平成14年10月3日新規許可）（優良）
許可の年月日　令和4年（2022年）10月3日　許可の有効年月日　令和11年（2029年）10月2日

一般廃棄物処分業許可　熊本市　第2－11号（平成22年10月4日新規許可）
許可番号　第2-11号 　許可年月日　令和4年（2022年）10月4日
許可の有効年月日　 令和6年（2024年）10月3日
   
フロン類回収業　登録番号430572A
 使用済み自動車引取業　登録番号20811000197
   

産業廃棄物収集運搬業許可　＊( )内は特別管理産業廃棄物

熊本県　　第04301006800号　（第04351006800号）
福岡県　　第04000006800号　　　　　　宮崎県　　第04509006800号（優良）
鹿児島県　第04607006800号（優良）　　佐賀県　　第04103006800号（優良）
大分県　　第04407006800号（優良）　　長崎県　　第04200006800号（優良）
山口県　　第03500006800号（優良）
熊本市　　第08111006800号：積替え・保管行為を含む
   
一般廃棄物収集運搬業許可
熊本市・宇土市・山鹿市・玉名市・玉東町・高森町・南阿蘇村
合志市・菊池市（七城町・旭志村）・大津町・菊陽町・嘉島町
   
社内有資格
大型一種、大型二種、大型特殊、けん引、中型、交通誘導2級
フォークリフト、小型移動式クレーン、玉掛け、高所作業車（10ｍ未満）
アーク溶接、ガス溶接、はい作業主任者・プレス機械作業主任者
車両系建設機械（解体）、車両系建設機械（整地）
危険物取扱者（丙）、危険物取扱者（乙4）、防火管理者、冷媒回収技術者、浄化槽管理士
廃棄物処理施設技術管理者、一般廃棄物実務管理者
 第一種衛生管理者、個人情報保護士、主任計量者

許可の内容

2



事業所ごとの産業廃棄物の処理工程図
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収集運搬業
車両保有台数：96台

(運搬業務車両内訳：91台)
塵芥車：53台
キャブオーバ：8台
ダンプ：4台
バン：10台
脱着装置付コンテナ専用車：10台
冷蔵冷凍車：1台

(営業業務車両内訳：5台)
箱型：3台
ステーションワゴン：2台

■運搬車の燃費低減レベル
平成22年度燃費基準達成車：2台（2.0％）
平成22年度燃料基準5％向上達成車：2台（2.0％）
平成27年度燃費基準達成車：36台（37.5％）
平成27年度燃料基準5％向上達成車：4台（4.0％）
平成27年度燃料基準20％向上達成車：1台（1.0％）
平成32年度燃料基準達成車：1台（1.0％）
平成32年度燃料基準20％向上達成車：1台（1.0％）

■運搬車の騒音規制車
平成11年規制適合車：1台（1.0％）
平成12年規制適合車：1台（1.0％）
平成13年規制適合車：52台（54.0％）
平成28年規制適合車：14台（14.5％）

施設等の状況
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処分業
処理施設の種類
処理する産業廃棄物の種類（処理能力/処理方式/処理工程図）
許可番号
施設住所
処理方式
産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
------------------------------------------------------------
廃棄物の保管施設
産業廃棄物の種類：事業区分：保管面積／保管量上限
------------------------------------------------------------

許可番号：第08121006800号
■施設住所：熊本市北区室園町10-22

□処理方式：選別・圧縮（令和2年（2020年）10月1日休止届受理）
産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
廃プラスチック類：48.87ｔ/日（8ｈ）：平成11年04月11日
紙くず：115.04ｔ/日（8ｈ）：平成11年04月11日
繊維くず：103.2ｔ/日（8ｈ）：平成11年04月11日

□処理方式：選別・破砕               
紙くず：17.8ｔ/日（8ｈ）：平成22年09月14日

□処理方式：選別
産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
廃プラスチック類：175.2ｔ/日（8ｈ）：平成22年09月14日
紙くず：217.6ｔ/日（8ｈ）：平成22年09月14日
繊維くず：205.6/ｔ日（8ｈ）：平成22年09月14日

□処理方式：選別・圧縮
産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
廃プラスチック類：222.96ｔ/日（8ｈ）：平成22年09月14日
紙くず：222.96ｔ/日（8ｈ）：平成22年09月14日

繊維くず：201.84ｔ/日（8ｈ）：平成22年09月14日
------------------------------------------------------------
廃棄物の保管施設：熊本市北区室園町10-22
産業廃棄物の種類：事業区分：保管面積／保管量上限
紙くず、廃プラスチック類：選別・圧縮：42㎡／84㎥
紙くず、廃プラスチック類、繊維くず：選別・圧縮：562㎡／2,810
㎥
紙くず：選別・破砕：56㎡／224㎥
------------------------------------------------------------

（本社）
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■施設住所：熊本市北区四方寄町1444（北部事業所）

□処理方式：選別
 産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
 汚泥（廃乾電池（水銀使用製品産業廃棄物を含む）に限る。）、廃
 酸（内容物として封入されたものに限る。）、廃アルカリ（内容物
 として封入されたものに限る。）、廃プラスチック類、金属くず（
 水銀使用製品産業廃棄物である廃乾電池を含む）、ガラスくず（積み替え保管） 
 コンクリートくず及び陶磁器くず：20ｔ/日（8ｈ）：平成17年03月１８日

□処理方式：圧縮
　産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
　金属くず（アルミ缶用）：5ｔ/日（8ｈ）：令和3年07月07日
　金属くず（スチール缶用）：9.6ｔ/日（8ｈ）：平成17年03月18日
　金属くず：19.8ｔ/日（8ｈ）：平成22年09月14日

□処理方式：圧縮
　産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
　金属くず：14.48ｔ/日（8ｈ）：平成22年09月14日

□処理方式：圧縮
　産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
　廃酸（内容物として封入されたものに限る。）、廃アルカリ（内容
　物として封入されたものに限る。）、廃プラスチック類：60.7ｔ/
　日（8ｈ）：平成22年09月14日

廃酸（内容物として封入されたものに限る。）、廃アルカリ（内容
　物として封入されたものに限る。）、金属くず：43.93ｔ/日（8ｈ）：平成22年09月14日

□処理方式：破砕・減容固化
産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
廃プラスチック類（廃発泡スチロールに限る。）：0.8ｔ/日（8ｈ）：平成27日11月30日

□処理方式：選別
産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
廃プラスチック類、木くず：3.2ｔ/日（8ｈ）：平成19年03月06日

□処理方式：破砕・選別
産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
廃プラスチック類：3.4ｔ/日（8ｈ）、ゴムくず：3.4ｔ/日（8ｈ）
、金属くず：4.9ｔ/日（8ｈ）、ガラスくず・コンクリートくず及
び陶磁器くず：4.5ｔ/日（8ｈ）、紙くず：3.3ｔ/日（8ｈ）、木く
ず：3.4ｔ/日（8ｈ）、繊維くず：2.4ｔ/日（8ｈ）：令和2年09月0
7日
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積み替え保管施設：熊本市北区四方寄町1444（北部事業所）
産業廃棄物の種類：事業区分：保管面積／保管量上限
汚泥（廃乾電池（水銀使用製品産業廃棄物を含む）に限る。）、廃
酸（内容物として封入されたものに限る。）、廃アルカリ（内容物
として封入されたものに限る。）、廃プラスチック類、金属くず（
水銀使用製品産業廃棄物である廃乾電池を含む）、ガラスくず・コ
ンクリートくず及び陶磁器くず：選別・圧縮：146㎡(高さ4ｍまで)
／584㎥・34㎡／57.8㎥
廃プラスチック類：破砕・減容固化：30㎡／90㎥・72.5㎡／261㎥
廃酸（内容物として封入されたものに限る。）、廃アルカリ（内容
物として封入されたものに限る。）、金属くず、廃プラスチック類
：圧縮：20㎡／100㎥
金属くず：圧縮：36㎡／180㎥
廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず、紙くず、木くず、繊維くず：破砕・選別：
33㎡／65.3㎥
木くず：破砕・選別：50㎡／100㎥
------------------------------------------------------------

■施設住所：熊本市西区池上町1000-5（西部事業所）

□処理方式：選別、圧縮
産業廃棄物の種類：処理能力：設置年月日
廃プラスチック類：8.00ｔ/日（8ｈ）：平成28年08月15日
紙くず：51.20ｔ/日（8ｈ）：平成28年08月15日
繊維くず：64.80ｔ/日（8ｈ）：平成28年08月15日
廃プラスチック類、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラ
スくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、木くず、がれき類（廃
プラスチック類、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、
がれき類は石綿含有産業廃棄物を含む）：104.80ｔ/日（8ｈ）：平
成28年08月15日
汚泥、金属くず（以上2品目は廃乾電池（水銀使用製品産業廃棄物
を含む）に限る。）：427.68ｔ/日（8ｈ）：平成28年08月15日

------------------------------------------------------------
積み替え保管施設：熊本市西区池上町1000-5（西部事業所）
産業廃棄物の種類：事業区分：保管面積／保管量上限
汚泥、金属くず（以上2品目は廃乾電池（水銀使用製品産業廃棄物
を含む）に限る。）、廃プラスチック類：選別、圧縮：13.8㎡／16
.0㎥
汚泥、金属くず（以上2品目は廃乾電池（水銀使用製品産業廃棄物
を含む）に限る。）、繊維くず：選別、圧縮：13.8㎡／16.0㎥
汚泥、金属くず（以上2品目は廃乾電池（水銀使用製品産業廃棄物
を含む）に限る。）、紙くず：選別・圧縮：60㎡／32.3㎥
汚泥（廃乾電池（水銀使用製品産業廃棄物を含む）に限る。）、廃
プラスチック類、金属くず（水銀使用製品産業廃棄物である廃乾電
池を含む）、紙くず、繊維くず、ゴムくず、木くず、ガラスくず・

コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類（廃プラスチック類、
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類について
は石綿含有産業廃棄物（組込製品、又は混入物に限る）を含む）：
選別、圧縮：6.9㎡／24.0㎥・6.9㎡／24.0㎥・6.9㎡／24.0㎥・6.9
㎡／24.0㎥・68㎡／224.4㎥・34㎡／122.2㎥
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［処理実績］
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最終処分実績
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３．実施体制
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部門長　

環境管理責任者

代表者

「鳥栖事業所」は、流通大手工場内段ボール集積場（先方インフラ・エネルギー先方持ち）での点検チェック作業、一人要員の8時間３シフトの24時間で延べ3で範

全従業員
・決められたことを守り、自主性・積極的に環境活動へ参加する。

・EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

・環境への取組を実施するための資源（人、物、金）を準備する

・環境管理責任者、EA21事務局員を任命する

・環境経営目標達成のため、責任をもって自部門の環境活動を推進する。

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する。

・環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を確認、評価する。

　実行し、環境実績を向上させる。

・EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、



           基本理念に基づき、環境経営方針を以下のように制定します。

  1.  全従業員参加のもと環境型資源化の推進を図り、環境法令、条例及びその他の要求事項を
      遵守。また汚染の予防に努めます。

  2.環境関連の法規や、業界団体や当社の自社基準を整備します。
     これを遵守し、その状況を評価します。

  3.当社の重要な環境問題に対する対策を推進する為に、事業活動に伴う環境側面の内
    技術的、経済的に可能な範囲で環境目的、目標の設定を行い、定期的な見直しを行う
    ことにより、業務システムの改善や環境への負担の低減を図り、継続的に改善します。

①   廃棄物等、選別、分別の作業を行う上で、リサイクル向上を図り、
資源再利用の促進に努めます。効率の良い作業を心がけます。

②電力、車両燃料等のエネルギー及び水使用量の削減に努め、CO2排出量を削減します。

③一般廃棄物、産業廃棄物の排出量を削減します。

④交通事故、現場事故など未然に防ぎ、異常時であっても速やかに対処できるよう
社員教育に努めます。

⑤クレームに対し速やかに対応し、再発防止に努めます。

⑥プライバシーマークの取得に伴い個人情報保護を守ります。機密情報を保護しつつ
古紙を適正に処分することにより、古紙のリサイクル率向上に貢献します。

4.この環境経営方針を社内に掲示し全従業員はもとより、事務所にも掲示することで
一般の方にも公表します。

制定　2023年4月1日

株式会社永野商店　　　　　
代表取締役社長　　永野順也

環境経営方針
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４．環境経営目標

試行期間 年間

2022年4月～
2023年3月

2023年4月～
2023年9月

2023年4月～
2024年3月

2024年4月～
2025年3月

2025年4月～
2026年3月

2026年4月～
2027年3月

１．二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 2,560,340 1,267,368 2,534,737 2,509,133 2,483,530 2,457,926

（1）電気使用量削減 kWh 778,851 385,531 771,062 763,274 755,485 747,697

本　　　　社 kWh 192,330 95,203 190,407 188,483 186,560 184,637

西部事業所 kWh 179,434 88,820 177,640 175,845 174,051 172,257

北部事業所 kWh 359,182 177,795 355,590 351,998 348,407 344,815

北部工業団地 kWh 47,905 23,713 47,426 46,947 46,468 45,989

（2）ガソリン使用量削減 L 6,477 3,206 6,412 6,347 6,283 6,218

（3）軽油使用量削減 L 773,364 382,815 765,630 757,897 750,163 742,429

２．廃棄物排出量の削減 ｔ 1.54 0.76 1.52 1.51 1.49 1.48

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 1,540 762 1,525 1,509 1,494 1,478

産業廃棄物排出量の削減 ｔ 0 0 0 0 0 0

３．水使用量の削減 m³ 3,229.0 1,598.4 3,196.7 3,164 3,132 3,100

４．化学物質使用量の削減 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

％ 73 70％以上 70％以上 70％以上 70％以上 70％以上
５．受託した廃棄物及び再生資源
の中間処理によるリサイクル率

単位

目標

2023年度（1%削減） 2024年度
（2%削減）

2025年度
（3%削減）

2026年度
（4%削減）

基準年
2022年度

※３　試行期間の目標は「2022年度分×1/2の―1％」として設定。
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※２　.2023年度購入電力の二酸化炭素排出係数（すべてR3年度実績調整後）は、全事業所0.382kg-CO2／kWh（九州電力）を使用した。

※1.　2022年度購入電力の二酸化炭素排出係数（すべてR3年度実績調整後）は、本社4，5月0.567kg-CO2／kWh（丸紅新電力）、6月～3月
0.441kg-CO2／kWh（ENEOS）、西部事業所0.408kg-CO2／kWh（エネット）、北部事業所0.495kg-CO2／kWh（新出光）、北部工業団地

0.382kg-CO2／kWh（九州電力）を使用した。

備考



５.　環境経営計画

部門（責任者） 日程 評価
（各事業所） 通年 〇

工場長 〇

〇

営業課長 通年 △

〇

〇

業務課長 通年 △

〇

〇

活動項目 部門（責任者） 日程 評価

一般廃棄物 総務課長 通年 △

産業廃棄物 〇

活動項目 部門（責任者） 日程 評価
（各事業所） 通年 △

工場長 〇

〇

活動項目 部門（責任者） 日程 評価
（各事業所） 通年 〇

工場長

活動項目 部門（責任者） 日程 評価
営業課長 通年 〇

〇

〇
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軽油使用
量削減

ルート回収の見直し

教育訓練の実施

メンテナンスの強化

5.受託した廃棄物及び再生資源の中間処理によるリ
サイクル率

新規出荷先の開拓

マテリアル原料化

最終残渣の削減

2.廃棄物排出量削減

分別の徹底・マテリアル原料化

分別の徹底・マテリアル原料化

4.化学物質使用量の削減

適正管理

設備改善の検討

〇：達成、△：一部達成、×：未達成

1.二酸化炭素排出量の削減

電気使用
量削減

太陽光発電の設置

作業計画の見直し

機械稼働時間の短縮及び切り替え運転の実施

ガソリン
使用量削

減

アイドリングストップの強化

EV車の導入

教育訓練の実施

活動項目

判定基準

3.水使用量削減

洗車時など雨水利用

漏水の早期発見



2023年4月～
2023年9月

2023年4月～
2023年9月

１．二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 1,267,368 1,216,098 104%

（1）電気使用量削減 kWh 385,531 380,133 101%

本　　　　社 kWh 95,203 112,748 84%

西部事業所 kWh 88,820 91,408 97%

北部事業所 kWh 177,795 151,071 118%

北部工業団地 kWh 23,713 24,906 95%

（2）ガソリン使用量削減 L 3,206 3,784 85%

（3）軽油使用量削減 L 382,815 411,670 93%

２．廃棄物排出量の削減 ｔ 0.76 0.93 82%

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 762 930 82%

産業廃棄物排出量の削減 ｔ 0 0 100%

３．水使用量の削減 m³ 1,598 2,066 77%

４．化学物質使用量の削減 適正管理 適正管理

％ 70％以上 73 104%
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※電力の自由化により、各事業所電力会社を変更したが、社会情勢により電力料金が高騰したため電力会社を変更した。

削減率等実績目標

※2023年度購入電力の二酸化炭素排出係数（すべてR3年度実績調整後）は、全事業所0.382kg-CO2／kWh（九州電力）を使用した

6.　環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

備考

単位

５．受託した廃棄物及び再生資源の
中間処理によるリサイクル率



１．二酸化炭素排出量の削減

（1）電気使用量削減

本　　　　社

西部事業所

北部事業所

北部工業団地

（2）ガソリン使用量削減

（3）軽油使用量削減

２．廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

４．化学物質使用量の削減
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目標は達成。 次年度も取り組みを継続。

目標は未達成。車両の洗車を強化したた
節水の呼びかけ、車両洗車時間の
短縮などを実施する。

適正に管理出来ている。 次年度も取り組みを継続。

５．受託した廃棄物及び再生資源の
中間処理によるリサイクル率

目標は達成できた。 次年度も取り組みを継続。

目標は未達成。業務量増加のため
ルート回収の見直し。業務改善を
行う。

目標は未達成。
目標は達成されなかったが、今後
も分別処理の徹底を継続する。

目標は達成。 次年度も取組みを継続。

目標は未達成。 次年度も取組みを継続。

目標は未達成。業務量増加のため EV車の導入を検討

目標は未達成。業務量増加のため
作業計画の見直し。
機械稼働時間の短縮。

目標は達成。業務量増加のため 次年度も取り組みを継続。

７．取組結果とその評価、並びに次年度の取組み

項目 取組結果とその評価 次年度の取組み

全体としての目標は達成でき
た。

次年度も取り組みを継続。



８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
                                         並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される主な環境関連法規等は次のとおりです。
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大気汚濁防止法

2023年11月に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんで
した。 また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

消防法 危険物の貯蔵取り扱い

毒物及び劇物取締法 表示義務

下水道法 下水道への流出（pH5～9）の確認

プラスチック資源循環促進法

回収報告5月

浄化槽法 指定業者による適切な管理

フロン抑制法

排出事業者への推進

各事業所での振動規制規制

工場のボイラーの排煙基準の遵守

適用される法規等

廃棄物の処理及び清掃に関する法
律（廃掃法）

振動規制法

適用される事項（施設・物質・活動等）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

騒音規制法
各事業所での騒音レベルの遵守

水質汚濁防止法 工場の排水基準遵守、排水測定



環境経営目標
環境経営目標
の達成状況

環境経営計画
の実施状況

二酸化炭素排出量の削減 〇 〇

廃棄物排出量の削減 〇 〇

水使用量の削減 × △

化学物質の適正管理 〇 〇

事業活動における環境配
慮の推進

〇 〇

環境関連法規等の遵守状況
のチェック結果

外部からの苦情等の受付結
果

前回の代表者の指示事項とそ
の取組結果

その他
（前回の審査での指摘事項の
改善結果、その他改善への提
案）

環境経営システムが有効に機
能しているか
環境への取組は適切に実施さ
れているか
環境経営方針
変更の必要性（〇有　●無）
環境経営目標・環境経営計画
変更の必要性（〇有　●無）

その他の環境経営システムの
要素
変更の必要性（〇有　●無）

〇 取組の対象組織・活動の
明確化
〇 環境負荷の把握・評価
〇 環境関連法規等の取りまと
め
〇 実施体制の構築
〇 教育・訓練の実施
〇 環境コミュニケーションの
実施
〇 実施及び運用
〇 緊急事態への準備及び対
応
〇 環境文書及び記録の作
成・管理
○ 取組状況の確認及び評価
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適切に実施されている。

[変更の必要性がある場合は有に●を付けて、その指示事項を記載する」

[変更の必要性がある場合は有に●を付けて、その指示事項を記載する」

[変更の必要性がある場合は有に●を付けて、その指示事項を記載する」

これから各部門責任者を通じて、現状維持ではなく継続的改善を密に行う。

９．代表者による全体の取組状況の評価及び見直しの結果

記録その１：評価及び見直しに必要な情報（環境管理責任者）　記録日：令和５年　11月　17日

環境経営目標の達成状況・
環境経営計画の実施状況

コメント

次年度にむけて活動を強化していく。

次年度にむけて活動を強化していく。

次年度にむけて活動を強化していく。

次年度も継続していく。

次年度に向けて活動を強化していく。

遵守されている。環境法令に関しては、環境法規の最新版を確認し、変更追加等がないかチェックして
いく。

苦情や要望は特になかった。

今回から活動のためなし

今回から活動のためなし

記録その２：評価及び変更の必要性と指示（代表者）　記録日：令和５年11月17日
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